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結局、銘仙を着るとか集めるみたいなものも、大正ロ
マンのコスプレみたいな感じで取り上げられていた
ように思います。
　こうしたものも含めて、現在は手仕事への関心と
いうのが、かなり話題を占めているように思います。
ファッションでたとえば展覧会の企画を考えるとき
に、よくやりがちな企画としては、手仕事を含むマテ
リアルへの注目や、そこに「記憶」といった要素を付
与したりというのが─あまりいい言い方になって
いないかもしれませんが、それが大変多い。ブランド
なども、手仕事とか人の記憶の問題みたいなものを
押してくることがありますが、それを言うというこ
とは、それほどいまの社会から失われており、それほ
どまでに遠いからこそ謳わないといけないのかなと
私は感じてしまいます。だから、そうした現状自体を
含めて一度考えてみることがおもしろいのではない
かと思います。
「制服」と「コスプレ」が
今後の衣服を考える際のキーワードに
ਿຊ੕ࢠ　森先生が言われた日本の認証制度との比
較に関連して、Kanchipuramなどはある意味で行き
詰まりもありますが、ちょっと気になっているのが
Banarasiです。中国のものが入ってほとんど崩壊し
ているところで、認証制度に意味があったのかどう
か、このあたりはもう少しきちんと検証したいと思
います。それから貴志先生がおっしゃった裁判につ
いても、お墨付きを与えるということは利害関係を
生むし、生産や販売の現場では非常に重要ですから、
おそらく裁判などもあると思いますので、そのあた
りも調べてみたいと思います。
　今日お二人の話を聞かせていただいて、制服はと
てもおもしろいテーマだと思いました。大学のすぐ
そばに小学校があります。少子化で三つの小学校と
中学校一つが統合されて小中一貫校ができたとたん
に制服になりました。それまで京都の公立小学校は
制服はなかったのです。だから小学生が制服を買わ
なければいけなくなって、貧しい子もいるのでなか
なかたいへんです。でも可愛い制服なので、子どもた
ちはすごく喜んでいます。制服というのは何だろう
ということは、興味深いテーマです。とくに現在コス
プレでも制服を着ますから小形さんのテーマとも絡
んできますし、すごく興味深いと思っています。
　小形さんのお話もおもしろくて、最後に洋服レン
タルの話がありましたが、結局は衣服を着るという
行為そのものがコスプレになっているのではないか
という大きな問題提起だと思います。先ほど帯谷さ
んがおっしゃったように、21世紀の服を考えるとき
のキーワードなんだろうなと思います。
　この前、西陣の職人さんと話をしていたら、古着が
じつはすごくたくさん出てきているそうです。そし
て出てくる古着というのは、シルクの質が違うんで
すね。現在の新しい、品種改良したいいシルクだと硬
くて重たいシルクですが、古着でたくさん出てきた
のは、大正時代などに普通に着ていたものなので、細
くて柔らかいシルクで、着直すのにも耐え得るシル
クだけれども、その量は限られているので、もう少し
したら枯渇するだろうということでした。そうして
古着すらなくなったときにどうなるのかというあた
りも、ぜひ今後調べていただけたら、おもしろいのか
なと思います。いろいろありがとうございました。
フϩΞ͔Β　私はまったくの門外漢で、専門は哲学
です。服というものは実際にあるもので、目の前に
あって、歴史性があって、着られたり、着られなく
なったりというのがあるなかで出てきているものだ
なということを、具体的な事例でみなさん探求され
ておられて、すごく勉強になりました。たとえば認証
制度の話でも、作り方が変わると質が変わるという
ことで、ある種、お墨付きを与えようとしても、かつ
てと同じものではないわけですね。先ほどの西陣の
話もそうですが、そういったなかで新しく作られて
いく伝統というものはどういったものだろうかとか、
先ほど貴志先生がおっしゃった四つの視点から総合
的に現在の服飾文化を見ていく必要があるので、た
いへん勉強になりました。ありがとうございました。
ޙ౻　ナショナリズムや伝統というのは、ある程度
研究がされてきて語り尽くされてきた感があるか
と思っていましたが、帯谷さんが趣旨説明でおっ
しゃったように、21世紀のいまこそまた新たに取り
組める課題なのかもしれないと、皆さんのお話をう
かがっていて思いました。今日はありがとうござい
ました。
